
農山漁村生活環境維持・産業振興特別委員会会議記録

農山漁村生活環境維持・産業振興特別委員長 元吉 俊博

１ 日 時

平成３０年３月２８日（水） 午前１０時３１分から

午後 ０時１５分まで

２ 場 所

第３委員会室

３ 出席した委員の氏名

元吉俊博、二ノ宮健治、井上明夫、鴛海豊、木付親次、油布勝秀、近藤和義、

後藤慎太郎、藤田正道、尾島保彦、吉岡美智子

４ 欠席した委員の氏名

な し

５ 出席した委員外議員の氏名

な し

６ 出席した執行部関係者の職・氏名

な し

７ 出席した参考人の職・氏名

竹田市役所 企画情報課ＴＯＰ戦略推進室 主査 後藤 雅人

津房地区まちづくり協議会 事務局長 岡 喜久夫

８ 会議に付した事件の件名

別紙次第のとおり

９ 会議の概要及び結果

（１）ＵＩＪターン受入れの環境整備について、参考人から意見聴取を行った。

（２）今後の調査計画について協議した。

１０ その他必要な事項

な し

１１ 担当書記

政策調査課政策法務班 主任 中川悠

政策調査課調査広報班 課長補佐（総括） 西村和芳

議事課委員会班 主任 木付浩介



農山漁村生活環境維持・産業振興特別委員会次第

日時：平成３０年３月２８日（水）１０：３０～

場所：第３委員会室

１ 開 会

２ 参考人出席要求の件

３ 参考人からの意見聴取

ＵＩＪターンの受入れ環境整備について

４ そ の 他

５ 閉 会
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別 紙

会議の概要及び結果

元 委員長 ＵＩＪターンの受入れの環境整備

について調査を行う予定としていますが、別紙

の関係者を順次参考人としてお招きし、意見聴

取を行いたいと考えています。

それでは、参考人の出席要求についてお諮り

いたします。

本日の調査に係る参考人に出席を求めること

について御異議ございませんか。

〔「異議なし」と言う者あり〕

元 委員長 御異議がないと認め、そのように

決定いたします。

それではまず、竹田市役所の後藤さんをお呼

びしますので、しばらくお待ちください。

〔後藤参考人入室〕

元 委員長 おはようございます。

私から一言御挨拶を申し上げます。

大分県議会農山漁村生活環境維持・産業振興

特別委員会の委員長を仰せつかっております宇

佐市選出の元 と申します。

本日は、ＵＩＪターンの受入れの環境整備等

について、参考人をお迎えし御意見を伺うこと

といたします。

後藤様には大変お忙しい中、貴重な時間をい

ただき、委員会に出席いただきましてありがと

うございます。また、本日はどうぞよろしくお

願い申し上げます。

〔委員自己紹介〕

それでは、後藤さんから自己紹介をお願いし

たいと思います。

後藤参考人 おはようございます。竹田市役所

企画情報課の後藤雅人と申します。

生まれも育ちも大分県竹田市で、私の実家は

竹田市の民芸品で姫だるまというものを作って

おります。市役所に勤めて今１１年目を終えて、

最初は税務課の方に５年間勤務していたんです

けれども、その後、今の移住・定住の担当とな

って６年間務めており、現在７年目の移住・定

住のサポートをさせていただくことになりまし

た。本日は、竹田市の取組を御説明させていた

だきながら、いろいろとアドバイスをいただけ

ればと思いますので、どうぞよろしくお願いい

たします。

元 委員長 ありがとうございました。

それでは、本日の流れですが、まず後藤さん

から御説明を伺った後、質疑、意見交換をお願

いしたいと思います。

それでは、よろしくお願いします。

後藤参考人 お手持ちの資料、この竹田市農村

回帰支援センターの取り組みという資料をもと

に御説明させていただきます。

この表紙の写真なんですけれども、竹田市で

は地域おこし協力隊が現在４１名活動しており

ます。数でいうと全国で一番隊員を受け入れて

いる市となります。来年度以降も積極的に地域

おこし協力隊制度を活用して、新たな人材とと

もにまちづくりを進めていこうということで、

来年度以降、４月からまた新たに１４名の方が

竹田市に入って、地域づくり活動に取り組んで

いただきます。

年代は、ここを見て分かるんですが、大体平

均３０代で、一番若い方は新卒の２２歳の方、

一番上が６５歳と、年齢はすごく幅が広いです。

竹田市の地域おこし協力隊は、特に地域に入る

というのがメインの業務ではなくて、これまで

やっていた経験とかこれまでやってきたスキル

を生かして、どう行政の政策とマッチングでき

るかというところで採用しているというのが特

徴かなと思います。協力隊に関しては、資料の

最後の方で説明をさせていただきます。

それでは、開いて１ページ目から。

時間が限られていますので、全てを説明する

ことはできないかもしれないんですけど、順を

追って説明をさせていただきます。

左の上から、右の２ページとかぶるところも
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あるんですが、右の２ページの竹田市の現状か

ら御説明します。

現在、竹田市の現状として、平成２７年、最

新の国勢調査の人口が２万２千人というところ

でした。さらに高齢化率というところが４４．

５％、さらに７５歳以上の後期高齢化率という

のが２７．３％、この後期高齢化率の割合は、

全国で３本指に入るぐらいすごく高い数値とな

っております。平成２２年の国勢調査から、約

２千人の人口が減っております。なので、年間

にすると大体４００人ぐらい減っているという

状況です。このままのペースでいくと、やはり

人口減少が進んでいって、地域のコミュニティ

とか、これまであるような伝統文化とかそうい

ったものがなかなか維持できなくなるんじゃな

いかということで、現市長が、平成２１年に就

任しました際、柱として掲げたものが、この農

村回帰宣言市となります。

当時は、団塊の世代が退職をされて、終の住

みかということで、田舎暮らしとか地方への移

住というのが促されるんじゃないかということ

で、ターゲットを団塊世代に絞ってきていたん

ですけど、実際、さきほどの協力隊の方だった

り、移住している方というのは、大体２０代か

ら４０代の方がメインです。その方たちが８割

以上を占めています。そういったところで、東

日本大震災があり、いろんな社会情勢の変化に

よって、移住という形もスタイルが変わってき

ている状況になっております。

そういった中で竹田市としては、早くから農

村回帰というのを標榜して、竹田市の方へ移住

をしていただいており、有楽町にありますふる

さと回帰支援センターとも、全国初の相互協力

協定を平成２１年度に結ばせていただいており

ます。来年がちょうど節目の１０年目を迎える

というところで、今年度、伊藤コンシェルジュ

が交代されますが、引き続き農村回帰支援セン

ターと連携しながら、竹田市への移住に取り組

みたいと考えております。

市外との連携と一緒に、市内でも移住をどう

サポートしていくかということにも竹田市とし

てはすごく力を入れております。

それが、この竹田市農村回帰支援センターで

す。会長は市長が務めていますが、市議会、商

工会議所など、市内の主要な団体と連携しなが

ら移住のサポートをしています。そのフロー図

が、ちょっと飛びますが５ページになります。

この図にありますように、総合サポートセン

ターという一番中央の丸の部分、今私が所属し

ている企画情報課が事務局を担当しております。

竹田市は１市３町が合併しており、その支所ご

とにも兼務として移住の担当者を置き、行政的

にはどこでも移住相談ができるという形にして

います。さらに、その左下にあります集落支援

員さん、こちらも地域おこし協力隊と同じよう

な制度でして、こちらは移住のサポートという

形で任命しております。非常勤なんですけれど

も、旧小学校区ごとに１名ずつで計１９名にお

願いしています。常勤の集落支援員も合わせて

３名。なので、２０数名の方が企画情報課と一

緒に、竹田市に移住される方のサポートを行っ

ています。さきほど説明しましたように、左上

のふるさと回帰支援センターや道の駅、あとは

観光協会等にもいろいろと相談の取次をしても

らいながら、竹田市に観光目的や移住目的で来

訪されたときに、竹田市としてこういった移住

の取組をしていますよと分かるような仕組みを

作っています。

ページは元に戻らせていただきます。

さきほどの農村回帰宣言とはというところで、

１ページの上から説明をさせていただきます。

さきほど言いましたように、竹田市は県内で

も少子高齢化がかなり進んでいる、そういった

まちです。皆さん御存じのとおり、竹田市には

高速道路のインターがあるわけでもなく、空港

からも遠い、なかなか企業誘致とか産業を育て

ていこうというのが厳しいような状況になって

おります。実際、基幹産業は農業なんですが、

やはりそこも後継者不足だったり、本当に竹田

市は今後どうなっていくんだろうという不安の

中から、今人口減少する中で、空き家が増え、

田畑は徐々に荒廃しつつあります。そういった

自然環境だったり空き家という財産を外から来

た人にどう活用してもらおうか、そういったと
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ころで農村回帰宣言を打ち出しております。

実際、さきほど説明しましたように３０代を

中心とする子育て世代の方が竹田市に移住して

いる形が多いです。そういった面では、やはり

今後は、竹田市として教育に力を入れていく。

豊後高田市さんとかすごく教育に力を入れられ

てて、それが移住する一つの要因になっていた

りするんですけれども、竹田市としても、もち

ろん自然環境だったり、あとは文化、歴史とい

うものを生かしながら、郷土学というところに

も力を入れていきたい、それが、下に続きます

ように内に豊かに外に名高くということで、住

んでいる方たちが、やはり自分の土地に自信を

持つ、誇りを持つことで、それが外に発信され

ていって、それが伝わった方が外から移住して

くると、そういった流れを作っていきたいなと

いうところが農村回帰宣言と、コンセプトであ

る内に豊かに外に名高くとなっております。

実際に、そういった竹田市の移住の取組が、

文化庁長官表彰をいただきました。これは、竹

田市は子育て世代の移住とともに多いのが、も

のづくりをする方。特に竹田は、アートという

よりも手仕事とか工芸をされる方が移住される

ことが多いです。引き付ける要因となっている

のが、この廃校を活用した竹田総合学院を整備

して、ものづくりをされる芸術家の方たちの製

作や工房として貸出しをしている。そういった

ところに新たなものづくりをする人材が増えて

いったことで、農村回帰がまた更に一歩、政策

としてブランド化していくと。それを評価して

いただいたもので、２０１５年度に文化庁長官

表彰をいただきました。

市長がいつも言いますように市として政策を

どうブランド化していくか、そういったところ

を念頭に置きながら、行政職員とともに今この

農村回帰宣言を標榜しつつ、農村回帰に向けて

いろんな部署で連携しながら政策を進めており

ます。

実際に私がどういった業務をしているかとい

うことは３ページからになります。

上にありますように、以前は移住の相談とい

うと、農業をしたい方は農政課とか、起業をさ

れたい方は商工にとか、なかなか移住の窓口と

いうのが一つに定まっていなかったため、移住

相談する方は、行政でよく言われるたらい回し

という状況に遭っていました。

そういった中で、実際に一つのワンストップ

窓口を作ろうというところが、この農村回帰支

援センター、特に専任の移住担当者を作った一

つの原因となっております。

例えばですけど、この写真にありますように、

左の移住相談をされる方が、実際に就農だった

り、あとは住居を探したり、あとは仕事を探し

たりというところで、市の農政課とか農業委員

会だけではなく、県の振興局の担当の方、あと

は流通の担当の方を一つの会議室にお呼びして、

一つの相談窓口としてそこで完結できるような、

そういったところのコーディネーターを私がや

っているということです。

さらに、移住が決まってから、１９名の集落

支援員さんとともに、自治会の方々につないで

いただいたりとか、地域の住民と一緒に移住者

を迎え入れるというのをやっております。

右にありますように、集落支援員のマニュア

ルというのを作っております。実際に移住が決

まりますと、竹田市は結構いろんな地域で決ま

りごとがそれぞれ違ったりとかするんですね、

ごみの出し方一つ違ったり、地域の行事一つ違

ったりするので、そういったところを集落支援

員さんで情報を吸い上げていただいて、移住が

完了するまで、スムーズに移住ができるという

ところをお願いをしております。

上から、移住先の自治会長さんとの顔合わせ

の仲介、２番目にありますように、そこの地域

の集落の自治会長さんと一緒に、移住者の方に

情報提供をしております。

また近所への挨拶回り。これも、私と集落支

援員さんと自治会長で、大体小さい集落で２０

数戸なんですけど、それを１軒ずつ回ります。

あとは、さきほど言いましたようにごみの出

し方だったり、地区行事、自治会行事とか、ま

た自治会費というのがいろいろと名目が違って、

移住する方にとっては、これって何だろうなと

分からないところがたくさんあるので、それを
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全部書き出していただくと。

あとは水道問題ですね。郊外だと、市の水道

がなかなか整備されていない土地もよくありま

す。そういったところで、その集落で水道を組

合として作っているところもありますので、そ

の場合に、負担金としていくらぐらいかかりま

すよとか、説明をする。

あと最後に一番大事なのが、自治会への加入

促進です。

竹田市として、やっぱり地域コミュニティー

の維持にこういった外からの人材を活用しよう

ということが本来の目的ですので、自治会の活

動を一緒にしていただくというのが、市が受け

入れる移住者に対してはお願いしているところ

になります。

そういった集落支援員さんとともに、移住前

から移住後までトータルでサポートできるとい

う体制を、平成２１年から竹田市は作り上げて

きています。

実際に竹田市の移住状況なんですけれども、

平成２２年度以降、竹田市の空き家バンクを通

じて移住された方が、下にあります合計１２０

世帯２４１名。地域おこし協力隊を含めますと、

３００名以上の方が移住されています。

私は、平成２４年度から担当をしているんで

すけど、よく質問があるように、定着率という

のはどのぐらいなのか、協力隊ももちろんなん

ですけど。２４年度はこういった小さな積み重

ねが大きな移住の数に結びついているわけでは

ないんですが、大体これまで私が担当をさせて

いただいた２００名ぐらいの方がいるんですけ

ど、途中で転出されたという方は２組だけです。

あとの方は、今は５年、６年と竹田市に定住し

ていただいています。

そのノウハウとかスキルを、地域おこし協力

隊の３年後の定住を見据えて一緒にサポートを

していくことで、新たな人材を竹田市に根付か

せることを求めています。

そういった中で最後、６ページになります。

竹田市として、この農村回帰助成制度という

のを創設しております。特徴的なものを何件か

御説明させていただきますと、上からこの空き

家活用奨励金です。今、移住希望者はいるんで

すけど、なかなか地域に空き家がなかったり、

空き家はあるんですけど貸してくれなかったり、

売ってくれなかったりという問題がどこもあり

ます。

そういった中で、この空き家の流通をスムー

ズにさせるために、空き家の所有者と移住者の

間で成約が決まった場合は、空き家の所有者に

対して１０万円というのを支給しております。

この１０万円というのは、荷物の片づけとか、

特に多いのは、お墓を移動したりするのが、か

なりお金がかかったりしますので、そういった

中で、そういった助成制度がありますよという

説明をしながら空き家バンクへの登録を促すと

いう形をとっております。

あとは、３番目にあります空き家バンク登録

前の改修事業補助金。

これも、やっぱり空き家の状態として一番ネ

ックなのが水回りで、トイレやお風呂というの

が今の若い方にはちょっと合わなかったりする

部分があります。特に水洗トイレになっていな

かったりとかいうところで、空き家バンクに登

録する前に、持ち主の方に改修していただいて、

ある程度環境を整えて空き家バンクに登録して

いただくということで、改修費の半分なんです

けれども、５０万円を上限に補助制度を作って

おります。

４番目です。これは、竹田市お試し暮らし短

期滞在費助成金という、竹田市に移住を希望さ

れる方で、結構多いのは関東圏、次に多いのは

関西圏という、遠いところから来られるんです

けれども、東京からだと、まず日帰りというの

は難しく、１泊２日で来られるんですけど、や

っぱり竹田を十分説明するには時間が足りない

ということで、そうであれば、移住を目的に竹

田市に宿泊される場合、１人当たり１泊３千円

を上限に２泊分を助成しております。大体２泊

３日ですと、竹田のいろんな地域の特色が分か

ったり、１泊６千円というところが農家民泊を

想定しておりまして、農家民泊をしていただく

と、その土地のお父さん、お母さんみたいな形

で、いろんなお世話をしていただいたり、地域
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のいいところ悪いところを説明していただいた

り、そういったところで農家民泊をうまく活用

しながら農業体験をしていただいたり、その滞

在費を助成しています。

これは、費用的には、市の一般財源を使って

いるんですけど、そんなに負担が大きいわけで

はないんですが、効果はかなり高いなと感じて

おります。

あと特色的なのが、上から五つ目の竹田市歴

史・文化補助金です。これは、市長が提言して

いるクリエイティブシティ構想というもので、

竹田には岡城の城下町があるんですけど、これ

まで城下町にあった昔ながらの産業、ここに書

いております染物とか竹工芸とか、そういった

方を誘致して、今まで廃れていた産業というの

を、また新たな価値観を伝えようということで、

こういった伝統工芸をされている方を誘致して

おります。竹田市としてこの補助制度を作って

いるのは、そういったところをブランド化する、

竹田市と分かりやすくＰＲをしたいということ

で、ターゲットを絞った助成金というのも用意

しております。

あと、他にもたくさんあるんですけれども、

他の自治体もいろんな助成制度を作っており、

それに似たりよったりで、特色的なのは今御説

明した分となっております。

すみません、時間がもうないんですけど、最

後７ページにいかせていただきます。

移住者自ら竹田市の情報発信をしたり、竹田

市が情報ＰＲをすることで、田舎暮らしの本、

先日、臼杵市が全国トップを取られましたが、

竹田市も２０１３年度からそのランキングに掲

載させていただけるようになりました。

こういった情報発信というのもすごく大事で、

行ってみたいんだけど、どういうまちかなかな

か知らないという移住希望者の方もいます。そ

ういった中で、大分県では今情報発信と並び、

関東、関西圏の移住相談会というのを頻繁に行

っていただいております。そういったところが、

大分県全体での移住地というＰＲにつながって

いるんじゃないかなと感じております。

あと今後は、大分県内で、いろんな自治体間

で連携しながら、大分県へ移住したいという人

を増やして、竹田市ではなくて臼杵市とか、連

携しながら移住者をとどめていけるような政策

が、担当者同士でも連携しながらやれればいい

と思ってはおります。

やっぱり自治体同士で連携しながら移住地大

分県というのをＰＲしていくのが必要なのかな

とも思っております。

この農村回帰というところで、実際にここに

書かせていただいていますように、人口増加と

いうのがもちろん大切な要素となります。移住

を促進する上でですね。ただ、人口が増えれば

それでいいのかというものでもないかと。実際

に移住した方が、その地域でどういった役割を

担いながら、その方が、やはりこの土地を気に

入って、さらに子どもたちがどんどんその地域

に根付いていくような、そういったことを繰り

返さないと、単純に、移住した方がまた違う場

所へ移ってというような形で、移住者の奪い合

いになってはいけないと思います。竹田市を選

んできた方、竹田市というところに興味を持っ

ていただいた方が移住をされて、その方がどう

いったライフスタイルをかなえれるか、そうい

ったところに竹田市はサポートをできればとい

うことで進めさせていただいています。

近年は、全国的に移住のブームが起きていま

す。そういった中で、地域の人が、外からの人

を受け入れることの重要さというのをやっぱり

知ってもらいながら、行政として、どこまでサ

ポートができるかというのを、自分自身、使命

と思いながら仕事をさせていただいた６年間か

なと思います。まだまだ勉強をし足りない部分

もたくさんありますので、今後とも竹田市の方、

あと大分県を通じていろいろと、移住につなが

るようなお話を一緒にアドバイスいただければ

と思っております。

すみません、時間が延びてしまいましたが、

以上となります。ありがとうございます。

元 委員長 どうもありがとうございました。

それでは、質疑、意見交換に入りたいと思い

ます。発言の際は挙手をお願いします。ちなみ

に、１１時１５分で質疑は打ち切りたいと思い
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ますので、内容を簡潔にお願いします。

後藤委員 教えてもらいたいんですが、一つ目

が、そもそも移住したい方というのは、竹田市

がいいんでしょうけど、何で移住したいかとい

うのを僕はいつも知りたいんです。いろんな動

機があると思いますが、それを教えてもらいた

いのと、あと、関わって、住まれたらいろんな

問題や課題があると思うんですけど、言いにく

いことも含めてなんですけれども、もしあれば

教えてもらいたいと。

それから、三つ目は地域おこし協力隊につい

ていろんな話を聞くんですけど、場合によって

はあまりよく言われないことなども多いみたい

なんですけど、それをどう思われるかというの

を教えてもらいたいです。

以上、３点お願いします。

後藤参考人 移住される動機は、やはり多いの

が子育てを機にとか、結婚を機に、自分が働き

方について考えるというところで、今の働き方

でいいのか、今のまま子どもを育てていいのか

とか、子育てのしにくさとか、そういったとこ

ろで地方に移住をしたいというところで、移住

をする動機というのはそういう要望が多いです。

なぜ、それで竹田市なのかというところで、最

初の受入れ窓口は私。移住を希望される中で、

その人の人生やなぜ移住をするのか。やっぱり

私としても動機を知っておかないといけないと

いうことで、大体半日から１日ぐらいかけて、

ゆっくり話を聞き出すというのをやっています。

そういう中で、あとはその人の人となりが分か

る上で、この方とどういう方をつなげればいい

のか、どういった地域の方とつなげたり、移住

する先輩をつなげたりすればよいのかというと

ころで、行政の担当だけじゃ分からない地域の

声というのも聞いていただく時間も、また同じ

ように時間を取るということを私は心がけてい

ます。

そういった中で、やっぱり同じ思いの同世代

がいるとか、すごく頼りになるような先輩がい

るとか、そういったところが竹田市の強みで、

この方とならこの町で一緒に暮らしたいと思っ

ていただく、そういった仲間づくりというのを

大体半年ぐらいかけて行って、移住するときに

は大体５０人から６０人ぐらいの知り合いがい

るという状況で移住してもらっています。それ

が定着率につながるんですけれども、そういっ

た人がキーワードで、竹田市でこの人がいるか

ら移住したという方が多いというのが竹田市を

選んでいただく動機なのかなと思います。

その中での課題というのが、やはり竹田市と

して、この方を受け入れていいのかとか、やっ

ぱりいろんな方がいらっしゃるんですね、移住

される方というのは。でも、最低限うちとして

はやっぱり生活基盤がある方、やっぱり竹田市

で長く住んでいただくためには、ある程度これ

ぐらいの生活能力がないと難しいですよという

フィルターをかけながら、いい意味でお断りす

るところもあるんですけど、それが果たして行

政側としていいのか、これは課題というか自分

自身に自問自答するところではあるんですけど、

やはり私が行政職員であるので、入ってきた方

が地域にいい効果を与えないと、あの人が来た

ので、その地域がばらばらになったとかいうこ

とが一つでも起こると、行政として移住の促進

をやるところに疑問が出てしまうので、そこは

気を付けるようにしています。でも最初の頃は、

やっぱり人を見る目というか、判断するのには、

もう少しきちんと話をしておけばよかったなと

いうのはやっぱり何人かいらっしゃったので、

それはやっぱりその担当者として、それは適材

適所かもしれないんですけど、時間はある程度

掛かるんじゃないかなとは思います。

最後、地域おこし協力隊に関してなんですけ

ど、これもやはり、うちは特に４０人もいると、

いろんな方がいます。それこそ言われたように、

地域で協力隊がどういう活動をしているか分か

らないので、やっぱり不安に思ったりとかいう

声もたくさんあります。それが、地域に張り付

けて、その地域ごとで活動される方はそういう

声が少ないとは思うんですけど、竹田市は、や

はり自分がミッションを持ってやっているので、

なかなかその地域に入るというところをやれな

いというか、やっていない協力隊員もいるんで

すね。その辺が、その地域との摩擦というのを
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生んでいるんじゃないかなとは思うんですけど、

その辺はすごく課題と思っていまして、やはり

４０人もいると、ある意味移住と一緒で専任の

行政のつなぎ役というのが必要じゃないかなと

も思っています。やはり今、行政職員を専任で

付けるというのはなかなか難しいんですけど、

やはり移住と一緒で、地域と協力隊と、行政を

つなぐようなサポートする人材というのがこれ

から必要になってくるんじゃないかな。特に、

大分県は九州の各県に比べても協力隊の人数が

多いんですね。今後、多分その協力隊員に来て

もらってよかったとなるためには、もうちょっ

と地域とのコーディネートをする人材が必要に

なってくるような感じはします。

近藤委員 たしか、荻町では子どもの数が増え

ていると思うんですけれども、トマト学校なん

かやられて、農業振興とあわせて。

大分県の中で一番、やっぱり農業の元気がい

いのは今、竹田市なんですよ、御存じのとおり。

畜産も頑張っていますし、いろんな野菜も頑張

っていますけれども、やっぱりそれというのは、

トップがどのような思いを持って自分の地域を

振興させようかと、しら真剣に今なっています

よね、やっぱりね。そういうのはずっとだんだ

ん伝わって、市民も必然的にやる気が出るんで

すね。農村回帰宣言市なんかというのは、あれ

は本当、全国的にもすごいニュースやったです

ね。そういうふうにして、やっぱり竹田市とい

うのをしっかりアピールをしながら、それをや

っているからこそ減少率が少ないと私は思って

います。それがなかったら、今は大変な状態に

なっています。やっていないところは実際にな

っているわけですから、そういう意味では、や

っぱりトップの人材が果たす役割というのはす

ごく大きいと思っております。

子どもの数が増えている、そういう具体的な

お話がありましたら、荻町ですね。何で荻町で

増えているかというのをちょっと、分かったら。

後藤参考人 荻は、委員がおっしゃったように

農業が一番元気なまちで、特に、トマト農家さ

んというのがすごく今収入もある程度見えるも

ので、価格の変動が少ないというところでトマ

ト農家さんがやっぱり多くなっております。

子どもが多いというのは、やはりトマト農家

さん──農家はどこでも一緒ですが、繁忙期と

人が少ないときで、人の手のかかる人数という

のが、そのときに雇えるかというと雇えないの

で、トマト農家さんというのは家族経営でやっ

ているんですね、１人ではできないので。なの

で、御夫婦、お父さん、お母さんがやっていた

ところに子どもさんが帰ってきて、手伝って、

家族、本当３、４人ぐらいでハウス何棟も管理

されていたり。そうなると、子どもを産みやす

い環境になるんですね。やはり子どもができて

も親が見てくれたり、そういった３世代ぐらい

の世帯が多かったりさらにＵターンで帰ってき

ているので、早目に帰って来られているんです

ね。なので、竹田市で一番子どもが多い方だと

８人とか、平均で大体３人以上のお子さんが世

帯にいます。１世帯当たりの子どもの人数が増

えていることで子どもの全体的な数が増えてい

るという形になっております。なので、一番大

きいのは、農業である程度収入ができる。家族

で作ることによって、農業だけではなく、子育

てとか、あとは介護の面とか、そういった方に

いい影響があるというところで、やっぱり基盤

の収入があるというところが一番大きいのかな。

それがあることが、子どもの人口を増やすこと

になると思っております。

近藤委員 私は、地方創生の一番根幹をなすも

のは農業振興においてないと思っている。農業

が振興すると、周囲に与える影響というのは非

常に大きいんですよ。農業所得が上がりますと、

それはやっぱりよそに行かないんです。地域の

経済に全部回るわけですよ。例えば、企業誘致

なんかして、確かに働く場ができたとしても、

利益は全部よそに持っていかれるんですね、本

社があるところに持っていかれる。そういうこ

とじゃなくて、やっぱり観光とか農業とか地場

産業がしっかり発展していけば地域は発展する

と思っておりますし、地方創生、即私は農業振

興だと、そういう思いを持って、常にそういう

ことは言っているんですけれども、移住も本当

に大切だし、文化財の名前を挙げることも非常
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に大切だし、竹田は岡城もあるしね、昔の城下

町だし、本当にいろいろ環境がいいんですよ。

だから、我々も支援をしっかりやっていただい

て、やっぱりそういうインフラ整備をやれば、

もう水なんかの生活の整備は全部竹田はできて

いますので、すごくいい水がありますので。い

いところがたくさんあるので、やっぱりそれを

どう旗を振って伸ばしていくかというのはやっ

ぱりトップの役割ですので、職員がものすごく

頑張っているのも私知っています。ですから、

やっぱり応えて、頑張っていただきたい。県下

のモデルになっていただきたいと思っておりま

す。

もう一つ、今、国東が頑張っているんですよ。

３０億円以上もふるさと納税を集めて、納税返

礼品にキャノンのカメラは駄目だと言われて、

それでも１０億円増えておるんですから、すご

いですよ、やっぱりトップの力というのはです

ね。そういうのを周りで、みんなで盛り立てて

いかないといけないと私はそう思いますので、

頑張ってください。

油布委員 私は個人的なことですけど、今、大

分で野菜売りをしているんですけど、持ってく

るのが千人ぐらいおるんですけど、竹田から菅

生の方で、今、一番多いのはキャベツなんです

けど、あといろいろ持ってきているのにトマト

も持ってきています。最初の方は取りに行きよ

ったんですけど、今はもう取りに行けんので、

そしたら向こうの方から若い人が何人か来て、

私たちが持ってきますけんということで、近所

のトマトを集めて持って来てくれるんですわ。

残ることはほとんどなく全部売り切れます。

そういうことで一つお願いしたいのは、そう

いうことをする人が来たら、いつも１年に一遍

ぐらい会合をするんです。まあ、飲み会みたい

な会合だけど、いろいろ皆さんから話し合った

方がいいなということでしよるんですけど、そ

ういうことをすることによって仲間ができるん

ですね。俺方も出すけんとか、俺が持って行っ

ちゃるけんとかね。ますますそういうようなの

を広めて、少しおこがましいけど助けてもらい

よんかな、こっちはな。

そういうような形で、そげん頑張る人がおっ

たらお願いしたいなと思っております。

井上委員 非常にすばらしい取組をいっぱい御

紹介いただいたんですが、移住もそうですけど、

Ｕターンもやっぱり進めなきゃいけないという

ことで、ここにもＵターンの事業もありますけ

ど、一旦出ていった子どもさんが帰って来ると

かもあると思います。ちらっと聞いたのは、ど

こだったかは忘れたんですけど、結構、孫ター

ンというんですかね、孫ターンが案外、むしろ

子どもは一旦親から──やっぱり都会の方がい

いからと言って出ていった人のお孫さんが帰っ

てくると、新たな視点で田舎のことを見るし、

周りも割と、ああ、何とかさんの孫ですかとい

うことで受入れやすいという話を聞いたことが

あるんですけど、やっぱりそういう事例も竹田

の方であるんでしょうか。

後藤参考人 はい、孫ターンももちろんいらっ

しゃいますし、Ｕターンも、やっぱり近年増え

てきた感じがします。Ｕターンと孫ターンです

ね。これまで、今の竹田に住んでいる方たちと

いうのは、子育てのときにやはり外に行くのが

当たり前だと、高校を卒業したら外に出て働き

に出ないと、こんなところじゃ仕事もないから、

出ていくのが当たり前だという話をずっとすり

込みのように言ってきた結果が、やはり帰って

こないという状況を生んでいて、そういった中

でやはり、近年先に入って来たのがＩターンの

方だったんですね。Ｉターンの方が入ってくる

ことによって地域の方が地域の魅力に改めて気

付くとか。さきに移住してきた上の方たちは、

こんな何もないところに何で移住してきたのと

ずっと言われ続けて、それでもやっぱりこのま

ちの良さとか、この土地の良さというのを地域

の人に、しつこいように繰り返し言ってきたと

ころが、じゃ、自分の子どもとか孫に、自分の

土地を誇れるようになってきたので、徐々に次

に帰ってくるＵターンだったり孫ターンが促進

できたというような形になっております。

逆に、もっとおもしろいのは、今、数年前に

Ｉターンで引っ越してきて、それこそ子どもが

できたり結婚をしたりとかいう若い世代の子た
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ちが、今、子どもが２人目とか３人目が生まれ

ているんですけど、そうなってくると、やっぱ

り孫を見るために親が都会から田舎の方に来る

んですね。そうなってくると、田舎の良さをや

っぱり再認識するというか、そういった先に移

住した子どもたちに連れられて親が最近移住を

してきている、そういったのは、何か竹田市ら

しさというか、竹田市ならではの移住の形かな

とは思っているので、そういったケースは近年、

本当に月１ペースでそういった方が増えている

という形になっています。

井上委員 日田市も、割と移住は最近増えてき

ているんですよね。いろんな取組を参考にして、

大分県全体でこういうふうにどんどん増えてい

けばいいと思いますので、また、よろしくお願

いします。

鴛海委員 地域おこし協力隊なんですけど、豊

後高田市は５、６人ぐらいしかいないんですけ

ど、４０人いらっしゃるという協力隊の方が定

住に結び付くということは何かありますでしょ

うか。

後藤参考人 毎年１０人前後の方が３年の任期

を終えられるんですけど、竹田市としては２４

年から始めて、昨年度が３年を卒業された最初

の方で、定住率が大体７割でした。今年が６割

ぐらいです。全国平均だと、大体その市町村に

残る方が５割ぐらいなんですけど、その水準よ

りはすごく高く定住していただいています。

藤田委員 移住が、地域おこし協力隊も含めて

１７０世帯あるんですけれども、その住まわれ

ている地域というのは、全市的にあるのか、若

しくは特定の何か所かに分かれているのかとい

うのはどうなんですか。

後藤参考人 空き家がある場所が、集落が点在

している郊外が多いので、移住する前に、その

自治会の人と移住者を引き合わせるんですね。

それで、その移住される方が気に入ることもあ

りますし、自治会の方が、その方がいいという

形で、両者が気に入るというか、両者がきちん

とかみ合った場合に移住してもらうという形を

とっているので、エリアを点在しながらピース

を当てはめていくような形で考えております。

なので、移住者が集まるような場所というのが

あるわけでもなく、その集落で、こういう方に

来てほしいというのを自治会から吸い上げて、

そういった方が来たら、自治会と話をしてもら

うという形で、うまく点在させているという形

になります。

藤田委員 じゃ、逆に見て、自治体の受入れ態

勢というか、積極的、あるいは友好的に受け入

れる方と、ごめんというような地域は。どうな

んですか。

後藤参考人 そうなんです。僕が最初に担当を

やったときに、ある一つの地区は移住者を当て

はめるのは難しいという話を聞いていて、それ

というのは、それまで移住者が来て自治会とも

めていたりとか、そういったことがあったとこ

ろは、やっぱりもう外から人はということを言

われる自治会もあります。そこに人を移住して

もらうというのはすごく難しいなと思うんです

けど。でも、竹田市として全市的に考えると、

さっきの後期高齢化率の割合がありますけど、

１０年前までは６０代ばりばりの世代が、今、

竹田市の状況というのは大体が７５歳から８０

歳。役をする人たちはもう８０歳前後なんです

ね。そうなってくると、自分たちじゃこの地区

を守れない、もう守ることはなかなか難しいと

いう考え方になっているので、外から人が来る

なら大歓迎だというふうに、やっとなっている

のがちょうどタイミングが良かったのかなとい

う部分もあるので、今後全国的に高齢化率は同

じように推移が上がってくるので、どこも自分

たち、これまでいた人たちだけじゃ守っていけ

ないとなるので、移住というのは促進していけ

るんじゃないかなと感じています。

元 委員長 今度は手短にお願いします。もう

最後。

二ノ宮副委員長 いや、すみません、三つお聞

きします。

地域おこし協力隊の人選というか、それをど

うするかということと、もう一つはさっき行動

学という話がでてましたが、それは後でまた教

えてください。

それともう一つは、中心部と周辺部といいま
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すか、竹田市内、旧市内と、荻町の話は聞いた

んですけど、この事業が、その周辺部まで及ん

でいるかどうか。

後藤参考人 協力隊の採用というのは、基本的

には書類審査と面接で行っています。面接とい

うのも、行政の職員と、そこを受け持つ担当部

署の方とか地域の方とか、そういった方に入っ

ていただいて、プラス市長とも面接をするとい

う形で採用をするんですけど、竹田市でもっと

も多いのは、移住希望をされる中で、そういっ

たスキルがあるとかそういう話の中で、じゃ、

そのスキルを、協力隊として行政と一緒にやり

ませんかというところで採用する場合もありま

す。

二ノ宮副委員長 競争率は高いんですか。

後藤参考人 大体４０人来て１０何人ぐらい。

３倍から４倍ぐらいですね。

周辺部の形なんですけど、起業したりお店を

始めたりする方は、やっぱり中心部というか、

城下町エリアで起業をされる方はいるんですけ

ど、住むのは、基本皆さん周辺部になります。

久住、直入──直入は人気があって物件が少

ないんですけど、久住、あとは荻は、Ｕターン

の方が多く、逆に人が増えているので、移住す

る方は少ない。あとは南部地域です。それこそ

祖母山麓の、旧竹田市の南部地域というのが、

やっぱり空き家も多いですし、移住されるのは

その方面が多い。そういうところほど自治会と

かの行事が多いので、すごくこちらは意識しな

がら、うまくマッチングをしなくちゃいけない

なということでやっています。

元 委員長 それでは、時間も来ましたので、

この辺で質疑を終了したいと思います。

最後に、本日は大変お忙しい中ありがとうご

ざいました。いただきました意見等は、今後ま

たＵＩＪターンの促進に関して、県議会の中で

もいろんな提言をやっていきたいと思っており

ます。

本当に今日は忙しい中ありがとうございまし

た。

〔後藤参考人退室〕

元 委員長 続きまして、津房地区まちづくり

協議会の岡さんをお呼びいたしまして、またい

ろんな御意見をお伺いしたいと思っております。

まちづくり協議会は、前回は清永さんにお越

しいただきまして、立て続けに大変ありがとう

ございます。

私から簡単に御挨拶をさせていただきますが、

大分県議会農山漁村生活環境維持・産業振興特

別委員会の委員長をさせていただいております

元 でございます。

本日は、ＵＩＪターンの環境整備等の件につ

きまして参考人としてお迎えし、御意見をいた

だきたいと思っております。

大変お忙しい中、わざわざおいでいただきま

して本当にありがとうございます。今日はいろ

んな意見交換をさせていただいて、県政の場で

また皆さん方に少しでもお役に立てるような活

動を続けていきたいと思っておりますので、よ

ろしくお願い申し上げます。

〔委員自己紹介〕

元 委員長 それでは、岡様から自己紹介後、

説明をいただきたいと思います。

また、説明が終わりましたら質疑、意見交換

を行いたいと思いますので、委員の皆さんは挙

手をしてお願いしたいと思います。

では、よろしくお願いします。

岡参考人 私、宇佐市の安心院でまちづくり協

議会という団体を設立して、そこの事務局長を

しております。今年で８年目を迎えております。

元 委員長さん、それから尾島委員にはいつ

もイベントにおいでいただきまして、こまめに

面倒を見ていただいています。ありがとうござ

います。

私ども、宇佐市、多分、大分市以外は各市が

同じだと思うんですけれども、平成の大合併に

よりまして、メインの市に吸収された、言葉は

悪いですけど吸収されまして、旧安心院町が宇

佐市になりました。それで、市のスタッフの主

な方は大体どこの市も同じだと思うんですけれ

ども、大体本庁詰めになるんですね。旧安心院

町の支所というのがあるんですけれども、そこ

には必要最低限のスタッフしか置かないという
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ことで。非常に広い市でございますので、周辺

部のきめ細かな目配りというか、そこら辺が行

き届かないだろうということもありまして、宇

佐市の、私の集落の出身の１人にアイデアマン

がおりまして、安心院はグリーンツーリズムで

有名なんですけれども、彼が発案して始めたと

いう制度なんですが、彼がこういうまちづくり

協議会を設立してはどうかということで発案し

たと聞いております。

それで、大分県の中では比較的早くこういう

制度を設けて、地区の活性化をしようというこ

とで設立しております。設立してからちょうど

１０年目を迎えていまして、一番先にかかった

のが佐田地区というところがあるんですけれど

も、そこが１０年目の見直しをやっております。

私どもは、安心院町の中で３番目に取り組み

まして８年目です。

旧津房村、津房小学校の小学校区なんですけ

れども、そこが、平成２９年３月現在で大体一

番多い時期、昭和３５年当時なんですけれども、

それに比べまして、人口に至っては３分の１ぐ

らいに減ってしまっているという状況で、典型

的な過疎化が進んでいる地区なんですね。それ

から、集落数が１８自治区ですね。しかも、高

齢化率が旧安心院町の中で一番高く５０％をつ

いに超えてしまいまして、小規模集落というこ

とになっております。

そんな中で、私どもはやっぱりこのまま放っ

ておいたのでは、寂れる一方だということで、

市のリードもあったんですけれども、まちづく

り協議会というのを設立しまして、スタートし

ております。

協議会の設立の趣旨でありますけれども、少

子高齢化と過疎化、家族や集落単位での解決困

難な課題や問題、それから多様な住民ニーズが

ありまして、それから、今さっき言った行政の

人員配置の関係もありまして、行政と住民とが

一緒に汗をかいてまちづくりをしようじゃない

かということでスタートをしております。

スタート直後は行政が専門の部署を設けてく

れまして、宇佐市の観光まちづくり課というの

が主担当の部署なんですけれども、そこの方々

がいろいろ側面支援をしていただいて、計画書

を作ったりそういう関係をサポートをしてくれ

ましてスタートしました。平成２２年のことで

あります。

これは、要するに行政だけでは何ともしよう

がない面がありまして、個別の公民館とか大字

の面倒を行政が見るというのは物理的に無理な

んですね、スタッフの数から言ってですね。

それと一方、さっき言った住民の希望もあり

まして、お互いのニーズがマッチングしたとい

うことで、こういうまちづくり協議会が成立し

たわけです。

４ページになります。

初期の活動としまして、既存のコミュニティ

活動の洗い出し、共同活動の可能性と括りの検

討ということで、従来あった消防団だとか婦人

会だとか、それから民生児童委員だとかいろん

な団体がありますけれども、これらの団体が個

別に、ばらばらにいろんなイベント、事業をや

っていたんです。それを一括してコーディネー

トすることによって、効率的で、しかも非常に

活動も盛り上がるだろうということで始めまし

た。

それから、住民の夢や希望、地域の課題やニ

ーズの洗い出しということで、全世帯を対象に

したアンケート調査を行いました。こういうア

ンケート用紙を全戸に配りまして、住民の皆さ

んがどんな希望、どんな悩みを持っているかと

いうのを吸い上げようということで、ここら辺

はほとんど行政が主導をしてくれまして、あと、

区長が協力して、配付とか回収を行いました。

それから、各種団体の代表的スタッフを中心

にした部会員、代議員の選出と役員の選出とい

うことで、例えば消防団だったら、団長さんだ

とか副団長さんとかいますよね。婦人会だった

ら婦人会の会長さん、それから、民生委員だっ

たら代表の民生委員の方、そういういろんなＰ

ＴＡとかそういう役員を集めまして、まちづく

り協議会の部会員だとか代議員を選出して役員

を構成したということです。

それから、さきほど申し上げたアンケート結

果に基づきまして、まちづくり長期計画という
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のを作りました。これはスパンとしましては１

０年計画ですね。こういうまちづくり長期計画

書ということで冊子にまとめたものを全戸に配

付しまして、皆さんの思いとか願いはこんなん

だったですよということを配ってあります。

ここら辺まではほとんど行政の方におんぶに

抱っこという格好で、あと区長会なり団体の役

員さんが協力してまとめ上げました。

それから、平成２２年１２月に設立総会を開

きまして、実質的には平成２３年５月１６日に

第１回目の定期総会をやって、実質的な活動が

スタートしました。

スタート時の協議会の構成でありますけれど

も、次のページ、５ページに書いてあります。

会長がおりまして、あと副会長、これは小学校

区で主な名士といいますと、区長会の会長、そ

れから地区の公民館長、それから老人クラブ連

合会の会長、あと小学校長、ここら辺の方が大

体、いわゆる名士という方々。こういう方々に

副会長に入っていただきまして、あと、事業内

容ごとに、最初の頃、ブルーの三つの部会でス

タートしました。あんしん生活からふれあい教

育、それぞれ部会長と副部会長、事務局を設け

まして、スタートをしました。

それ以外に、区長会の代表、東西南北の代表

に１人ずつ入っていただくと。それから事務局

が２人ということで、実質的には私１人なんで

すが、もう１人、イベントのときにちょっとサ

ポートをしてもらうということで、公民館の社

会教育指導員というのがおりますので、その人

にサブとして入っていただくということで、事

務局は２名体制になります。

一応スタート時は三つの部会だったんですけ

れども、やっぱり女性が活躍しないと、家庭で

もそうですけど、女性がやっぱり元気じゃない

となかなか家は明るくならないということです

ので、女性部会を作ろうということで追加しま

した。

それから、こういう時世ですので、いつ何ど

き災害が起こるか分からないということで、自

主防災という会を作りまして、大体、消防団と

か市職を主に構成した部会なんですけれども、

自主防災の部会を作りました。計五つの部会で

今活動をしております。

次のページです。

それぞれの各部会のテーマですけど、大体こ

んなことをやっております。

あんしん生活・自主防災というのは、誰もが

安全で安心して暮らせるまちづくりとかもろも

ろここに書いてあります。要するに、事業分野

ごとにこの部会の担当を決めております。

それで、ここに一緒に二つ書いてありますよ

うに、これは共同してやろうということですね。

中には単独でやる事業もございます。

それから、早速なんですけれども、主な活動

事例ということで、どんなことをやっているん

だということで、８ページですね。

これは、ほかの市でももう既に取り組んでお

られると思うんですけれども、一番やっぱり人

の命、健康というのが大事なので、安心生活お

守りキットということで、地区内の全員に対し

て、自分の健康状態を、血液型とかそういうの

を書いたデータ、個人情報を筒に入れて冷蔵庫

の中に入れてもらうということをやっておりま

す。

それから、世帯の構成なんかをあらかじめ消

防署に届けておくと、緊急出動のときに非常に

役立つということで、ある部分のデータはまと

めて、事前に消防署に渡してあります。だから、

１１９番がかかったときに、この家は何人でど

ういう世代構成だというのがすぐ分かるように

なっております。

本当は、１００％を達成したかったんだけれ

ども、最近の情勢で若い方は、個人情報を出す

のが嫌だとかいう方がおられまして、残念なが

ら人数比でいうと７７％、世帯数比でいくと８

９％の加入率やったそうです。

あと、二、三年に１回ずつデータを更新する

という事業をやっております。ここら辺の事業

は県費を交付していただきまして、県の里のく

らし支援事業というのがあるんですけれども、

これをいただきました。県６０万円とか、あと

市が４０万円ということで１００万円いただき

まして、いろんな費用を賄えました。
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それから、二番目の事例としましては、小学

校が実は、今現在２２人です。宇佐市で一番の

小規模学校になっておりまして、学校だけで単

独では、運動会とか文化祭ができないというこ

となので。一方、集落の方も、地区体と呼ばれ

ていた地区の体育大会をやっていたんだけれど

も、それも単独でできないということで、共同

にしようということで、十数年前からやってお

ります。ここら辺のコーディネートを、私ども

が公民館と連携してやっております。

田舎で、小学校区全員が集まるという機会は

なかなか少ないんですが、こういう一大イベン

トにして、集まる機会を作ろうということでや

っております。やっぱり楽しいイベントがある

まちというのは、都会から移住される方、ある

いは地元から出ていこうというのを引き止める

効果があるんじゃないかと思って、できるだけ

明るいイベントをしようということでやってお

ります。

あと餅を２俵、自分たちでついて、手作りの

餅まきをやっております。

それから次、１０ページですね。

ふれあい文化祭ということですけれども、こ

れもさきほど申しましたように、文化祭という

のが、昔は小学校の文化祭と地区の文化祭と別

々にやっていたんですけれども、同じような理

由で一緒にやろうということで、私どもがいろ

いろ１日先生を派遣したり資材を提供したりし

て、子どもたちに田舎の体験をしてもらおうと

いうことでやっております。毎年メニュー等い

ろいろ変えながらやっております。

それはなぜかというと、子どもたちが将来、

都会に大学なんかで出ると思うんですけれども、

帰ってこようかという気になってほしいなと。

昔こんな楽しいことがあったなという思い出を

作ってあげようということですね。というのは、

例えがいいかどうか分かりませんけれども、サ

ケが自分の生まれた川を遡上してきますよね、

必ず、大海を回ってですね。そういう発想で、

いい思い出を作ってあげればいつの日か、都会

で挫折したり、あるいはつまずいて帰ってくる

こともあるだろうし、定年退職で田舎に引き上

げてくるときに、安心院やなくてやっぱり津房

に帰ってこよう、そういう気持ちになってほし

いなということで、思い出づくりをしてあげよ

うと。それで、近所のおじさんたちがかわいが

ってくれたなと、そういうのはやっぱりいい思

い出だと思うんですよね。そういう意味で、こ

ういうイベントをやっております。

それから、１２ページ。

これも同じように、小学校の環境整備という

ことで、稲づくりだとかサツマイモづくりとか、

そこら辺の先生役、資材を全部提供して、小学

校と連携してやっております。津房の基幹産業

はやっぱり農業ですので。最近は、農家でも自

分のところで米を作っていない人がかなりおり

まして、稲づくりの一から十までを知らないと

いう子どもたちも多いので、自分たちで体験し

てもらうということでやっております。そうす

ることによって、将来大人になったときに、都

会から帰って米づくりをしようかといったとき

に、米づくりの基本知識というのはついている

はずなんですよね、これを通して。そういう意

味で毎年やっております。

あとは、行政も今予算が潤沢でないというこ

とで、学校の遊具なんかが結構さびていたり壊

れたりするので、ここら辺を私どもおじさんた

ちが集まって、ペンキ塗りをしたり、それから

新しい遊び道具を準備したりということで提供

しております。これも、やっぱり子どもたちに

いい思い出を残してほしいなというお願いでや

っています。

それから１４ページ、これもその続きで、体

力づくりをしようということで、学校から要望

を受けまして一輪車の練習コースを我々で作っ

ているところです。田舎で遊びというのはなか

なかないものですから、こういう一輪車でバラ

ンス感覚だとか体力を作ってもらうということ

で、車の練習場みたいな簡単なコースを作りま

してやっております。新聞にもちょっと取り上

げていただきました。

以上が子どもたちを対象にした事業でござい

ます。

１５ページからは、今度高齢者を対象にした
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事業ということで、ふれあいサロンというのを

毎年やっております。これは、地区を東西南北

と中央とに分けると５か所になるんですけれど

も、この地区を対象にして皆さんに集まってい

ただいて、健康体操とか、カラオケとか、ゲー

ムとか、それから食事ですね。ボランティアの

方に食事を作ってもらって、もちろん無償で提

供して食べていただくと。まあ、楽しんでいた

だくことでひきこもりの高齢者を防ごうという

ことでやっております。

それから１６ページ、これも高齢者のサポー

トですけれども、先週の土曜日にも１回やった

んですが、独居高齢者、あるいは８０歳以上の

高齢者にお弁当を１食だけなんだけれども、配

ろうということで、毎年１回やっております。

大体１５０人ぐらいですね。これは婦人ボラン

ティアの方に集まっていただいて、公民館で調

理して、あと区長さんに配ってもらうというこ

とでやっております。

それから、あと身の周り整理箱、弁慶の七つ

道具じゃないですけど、七つ道具入れというの

を作りまして、こんな道具箱を。木工工房を我

々持っておりますので、そこで作って、これを

無償で配ったわけです。田舎の茶の間というの

は大体、こたつの上が散らかっていますよね。

それで、鍵はどこや携帯はどこやと出掛けるた

びに探しよる、お年寄りはですね。それを防ご

うということでいろんなものを、眼鏡はここだ

とかリモコンはこっちやとか、それから家の鍵

はここやとか、そういうふうに七つ道具を入れ

られるような箱を作って無償で配っております。

元 委員長 それ岡さん、欲しい人は売っても

らえないんですか。

岡参考人 いやいや、小の岩の庄、あそこで売

ろうかなと思って。

これ宇佐市のヒノキで作っているんです。結

構お年寄りから喜ばれるんです。よくあるでし

ょう、田舎のおじいちゃん、おばあちゃんのと

ころに行くと、そこら辺が散らかっていて、何

がなんだか分かんないというそんな状況をよく

知っていますので、これを１個ずつ配って。既

に２４０個配って、今年の５月の連休明けに３

００個目を配ろうとしています。

油布委員 販売のときは、いくらぐらい。

岡参考人 手間賃はゼロですけれども、タッチ

アップだとか釘とか、材料費等を考えたら大体

１，８００円ぐらいになりますね。

元 委員 それいつ頃から売るんですか、買い

に行きます。

岡参考人 そうですか、買っていただけますか。

元 委員長 これいいよな、喜ぶよね、やった

って。

岡参考人 そういうものを作って配っておりま

す。

それから、次は環境整備ということで、１７

ページ、花いっぱい運動。

これは各地でやられていると思うんですけれ

ども、私どもは、市が配るものじゃなくて、や

っぱりお金を出して配ることによってそれだけ

の価値が上がるんじゃないかと思って。宇佐市

も大体毎年１回、桜の苗木とか配っている事業

があるんですけれども、それをあえて辞退して、

我々自分らで手出しでやろうということでやっ

ております。

毎年、桜を５、６０本とか、あと、ハナミズ

キだとかそれからサルスベリとかいろんな木を

取り混ぜて配っております。毎年大体１５万円

相当ぐらいやっています。

それから、あと目玉観光地という、尾島委員

と元 委員長はよく御存じだと思うんですけど、

東恵良の地獄極楽だとか、東惟屋の滝だとか、

そういうスポットなんですが、そこら辺に花木

苗を植えようということでやっております。

大体、動員するのは地区出身の現職、３０人

ほどおりますけれども、彼らに声をかけてやっ

てもらっています。

それから次のページ、１８ページ。

あと、集落の空き地とかそういうところに花

壇を作ってもらって、無償で配って花を植えて

もらうと、維持管理してもらう事業ですね。

それから、あと流入人口の増加というのを目

指して、さっきもちらっと言いました滝開きイ

ベントなんかがあるんですけれども、ここら辺

で、滝開きのイベントの前に掃除をしたり、護
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摩焚きの木を準備したり、そういうお手伝いを

しております。

それから、次のページですね。

当日は、おいでいただいた方に手作りお餅を

配ったりお茶を提供したりというそんな作業を

しています。

尾島委員、食べたことありますか。

尾島委員 はい、いただきました。

岡参考人 草餅をお配りしています。

まあ、一番の観光スポットですね、この東惟

屋の滝というのはですね。

それから２１ページは、集落単独でできない

とさきほど申し上げましたけれども、例えば、

市道に覆い被さった木なんかの枝打ち、ここら

辺は、例えば１０戸だけの集落なんか結構あり

まして、そこら辺をみんなで、我々が応援して

切ると。それから、九電工に声をかけますと作

業車を出してくれますので、一緒にですね。切

った木は、地元の方が道路脇に放り込んでくれ

ます。あと、地元の土建会社、衛藤組さんとか

結構あるんですよね。そこら辺に声をかけると

何人か出してくれます。

九電工さんも、去年の水害とか何かで結構忙

しくて、最近なかなか出していただけないです。

自分のところでも、もう手が回らんのやという、

空いたときだったらしてくれます、そういう事

業です。

それから、２２ページですね。

これは、子どもとか高齢者、それから熟年の

交通安全の呼びかけということで、それぞれ別

々にやっていたのを私どもが調整しまして、街

頭での交通安全の呼びかけというような活動を

やっております。今年も４月６日から始まりま

すけれども、動員をかけまして。大体そんな事

業です。

あと２３ページ、その他の事業ということで、

地区内の環境安全調査の実施ということで、こ

こら辺、本来だったら行政がやる仕事だと思う

んだけれども、防犯灯だとか道路標識とか、そ

こら辺の交通安全装置をチェックしてもらうと。

掃除をしてもらうとかね。１年に１回、掃除道

具を配って、洗剤とスポンジとブラシ、そこら

辺を準備して配っております。

あと流入人口を増やそうということで、後ほ

ど説明しますけれども、津房探訪マップという

のを作りまして、これは初年度の県費をいただ

いてマップを作ったんですけれども、そういう

ものもいろいろ要所でお配りしております。や

っぱり人が来ると、どうしてもお金が落ちたり

活気が出てきますので、それが狙いでやってお

ります。

それから、小学校跡地の活用案件等というこ

とですね。小学校は今もあるんですけれども、

中学校は安心院中学校に吸収合併になりました

ので、中学校の校舎が新しいのが空いたという

ことで、小学校がそっちに移ったんですね。し

たがいまして、小学校の校舎が空いたというこ

とで、それを更地にして、何が一番いいだろう

かということで住民で相談しました。若者定住

者住宅を市に要望して、平成２９年度にようや

く実現して、今年３戸建ちました。

３戸のうち２戸は大体決まっておるんです。

もう１戸空いております。これは、子どもさん

のいる家庭が優先ということで、本来の基本家

賃は４万５千円なんですけれども、子どもさん

は１人いるごとに１万円ずつ差し引かれるとい

うことで、３人いますと、家賃１万５千円とい

う、非常に割安な住宅です。

あとは、高齢者サポート制度ということで、

例えば、独居だとか高齢者のみの世帯の方とい

うのは、こういう高いところの天井の蛍光灯ラ

ンプは消えたけれども、換えられないとか、水

道のパッキンを換えたいんだけれども、換えら

れない。それから、役所に書類を届けたいんだ

けれども交通手段がないとか、そういう困り事

がありますので、そこら辺をサポートしようと

いうことで県にお願いをしまして、平成２８年

度、くらしの和づくり応援事業というのがある

んですけれども、これでいただきました。平成

２７年度に、実は２００万円、これもくらしの

和づくりなんですけれども、デマンドタクシー、

宇佐市もコミュニティバスが走っているんです

けれども、週２回とかそんな便しかなくて、自

分の思ったときに行けないということがありま
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すので、行きたいときに電話すれば、タクシー

が庭先まで迎えに来てくれるというデマンドタ

クシーを運行しようということで、３か月間試

験運用してみました。これは、地元のあるタク

シー会社に頼んで、委託してやった事業なんで

すけれども、日に４便、集落をデマンドに応じ

て回るという形で運行しました。３か月間だけ

やってみたんですけど、お年寄りはタクシーと

いうと、何かごっつう取られるんじゃないかと

いう心配があるということと、それと、趣旨が

なかなか徹底しなかったということで、３か月

間だったんですがあんまり利用率が上がらなか

ったんだけれども、試験的に運行しました。将

来のデータにしたいと思っています。

それから平成２８年、昨年度は、里のくらし

支援事業ということで１８０万円いただきまし

て、こういう高齢者をサポートするための活動

をするための車が要るということで、軽の箱バ

ンを買っていただきまして、それを使って買い

物の代行だとか便利屋とか、あと軒先野菜、こ

れは家庭で作った家庭菜園で作った野菜で余る

分がありますよね。これを集めて、運営してい

る津房温泉の待合室で売るという事業もやって

おります。結構好評です。市価よりも随分安く

売っていますので。だから、温泉に入らんで買

い物にだけ来る人もおります。そういう事業を

やっております。

これは、移住者の中でもそうですけれども、

高齢者が移住を考えるときに、やっぱり自分ら

が年を取るというのは皆さん分かっておるわけ

です。そのときにどんな生活になるかというイ

メージがあると思うんだけれども、入るときは

ちやほやして入れてくれるけれども、年を取っ

たら放っておくと、そういう集落だとなかなか

来てくれないんだと思うんですね。逆に言えば、

年を取って、困ったときにこういう制度がある

んだというのがあれば、逆に言えば移住者を呼

ぶ売りになるんじゃないかと我々は考えており

ます。

今、移住者を呼ぶためにいろんな──言葉が

適当じゃないんだけれども、ニンジンみたいな

のをぶら下げる制度もあるんですよね、家の改

造費用を補助するとかそんなのがあるんだけれ

ども、それだけではなかなか今来てくれないと

思うんですよね。特に熟年の方、熟年の方は、

やっぱり将来自分が年を取るというのをよく分

かっていて、そんなときに、田舎の生活がどん

なんだろうということでイメージするんですけ

れども、こういう制度があるよということであ

れば、ちょっとでも売りになるんじゃないかと

思っております。

それから最後、木工工房の運営ということで、

これは宇佐市の深見地区に地域交流センターと

いうのがあるんですけれども、そこの技術室、

前の中学校の技術室とかを借りまして、週１回、

木工工房を開いていろんなものを作っています。

こういうのも作ったり、あと、地元にちょっと

でもお金を落としてもらおうということで、商

品を作って売っております。これはイチョウで

作ったまな板、これは一番小さいやつだけど、

３種類ぐらいバリエーションを作って、イチョ

ウのまな板を売っております。結構売れます。

それからこれは、間伐材で作ったヒノキキュ

ーブと我々は呼んでいるんだけれども、ヒノキ

をこういうふうにキューブに削りまして入れて

おります。これは何に使うかいうたらお風呂に

浮かべていただくと。そうするとヒノキの香り

が結構して、気持もいいということでこういう

のを作ったりしています。

それから次のページ。

あとは、津房温泉の運営ということですね。

これは、宇佐市の中では唯一、沸かさずに使え

る温泉、湧出温度が５２度ぐらいあるんですよ。

逆に言えば、夏なんかは冷ますのに大変苦労を

しておりますね。一応水を足せばいいんだけれ

ども、加水はするなということを私は指示して

いますので、１００％温泉水、朝６時ぐらいか

ら入れる。

昔は社会福祉協議会というところが運営して

おったんですけれども、この当時は、どうして

も管理が間接的になりますので、４４度ぐらい

の温度で温泉は湧いていたんです。その４４度

の温泉というのは、普通の人は入れません。私

どもが指定管理者に応募して代わった途端に、
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４２度に落としました。高齢者の健康を増進す

る施設が、健康を阻害するような温度にしたら

いかんということですね。４２度にしまして今

運営しております。

最初のうちは、お年寄りから、常連のお客さ

んから罵倒されましてですね。わしは熱いのが

好きだからここに来ておるのに、おまえら下げ

ちまったぞと言うて、私は何回も罵倒されまし

たけれども、じっと我慢でした。今は大体４２

度で落ち着いております。

それで、効率的な運営ということで、無駄無

理を省くということでやっており、何とか黒字

運営をしております。

年間の御利用者が４万６千人ということです

ね。大体黒字、ちょっとずつ増えていっていま

す。今年も、幸い４０万円ほど黒字になってい

ます。

それから、あとは、行政の方も配慮いただき、

津房の山の方には市道とか林道があるんですけ

れども、そこら辺の維持管理事業を私どもに発

注いただきまして、ここら辺で地元の有志に、

ボランティアぐらいの日当を払って実際の作業

をしてもらうと。その差額を収益金に入れてお

ります。

あとは、昔の村の出身者で篤志家がおられま

して、由布市の境で塚原のすぐ手前なんですけ

れども、ここに共有林があります。津房地区の

共有林が大体２０町分あるんですけれども、こ

こら辺の管理運営をやっております。地縁団体

に登録しましたので、この所有権も私どもの協

議会が持っております、登記もしました。

あと、リサイクル資源回収ですけれども、こ

れ小学校がやっておったんですけれども、さき

ほど言いましたように小学校は児童数が減りま

して、ＰＴＡも２０人ぐらいですので、活動で

きないということで、私どもが事業を引き継ぎ

ましてやっております。古着とペットボトルを

除いて集めて、それを売っております。年間大

体２２万円ぐらいで、半分は小学校に差し上げ

ております、活動費ということで。

大体の事業はこんなところです。これらの事

業を行うことによって、成果と課題ということ

でここに挙げております。

成果としましては、個々のグループや個人単

位の活動から地区ぐるみの活動へということで、

みんな寄ってたかってということですね。

それから、皆さんボランティア精神というの

を持っているんですね。それを発揮する場所が

なかなかなかったんだけれども、この活動を通

して、女性は女性で、お年寄りはお年寄りで出

番を作ってあげるということですね。潜在的に

ある善意発揚の機会づくり、あるいは生きがい

の発見の場づくりに寄与しているんじゃないか

と思います。

あとは、例えば３戸だけの集落は、もう俺ん

ちはこのさきは枝打ちはできへんなと思ってい

たのが、みんな助けてくれるということで、も

う一回元気に行ってみようという挑戦意欲を引

き出すということ。

それから、もともと小学校区単位というのは

皆さん顔なじみで、連帯意識というのはあるん

だけれども、それがもっと強まったということ

ですね。コミュニティーの復活の兆しというの

が生まれたということですね。

それから、課題としましては、参加者がなか

なか、最初にスタートするときにボランティア

精神にあふれた方が集まってくれたんだけれど

も、そういう方も大体８年たつとだんだん年を

取ってきます。そうすると、もう年やから、私

引退したいわと言う人が中には出てくるんです

よね。それで、それに替わる人はなかなか出て

こないと。今の４０代、５０代の方はまだ現役

ばりばりですしね、自分の仕事を目いっぱいや

っていて、なかなか心のゆとりがないといいま

すか、そういうこともありますので、後継者が

なかなか育たないということがあります。

それから、こういう活動をする上で、全くの

ボランティアというのが続かないので、何らか

の措置が要るんじゃなかろうかということで、

２９年度の総会に諮りまして、１回出席するご

とに、ガソリン代の実費ということで５００円

を差し上げるということを今年からスタートし

ています。今年というのは平成２９年度からで

すね。１回、女性ボランティアに出て半日調理
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していただいたと、そういう方も含めて５００

円ということで配っています。

そういうことで、何らかの手当まではいきま

せんけれども、何らかの印を差し上げるという

ことで、やっぱり自主財源が必要だということ

でやっております。私ども、津房温泉とかそう

いう運営資金、かなり稼いでいますので、こう

いうことができる。

それから、もう一つの悩みとしましては、こ

ういう事業をやっておるんですけれども、活動

成果を上回って地区力の衰退ペースが早いとい

うことで、追っつかんのじゃないかとちょっと

心配はしております。

以上が、私どもの取組と、それから成果、課

題を申し上げた次第です。

元 委員長 ありがとうございました。説明い

ただきましたので、質疑や意見交換等ございま

したら挙手をお願いします。

近藤委員 地域のコミュニティーを作る上で、

すばらしい取組をされておると思います。今、

感銘して聞いたんですが、そうした中で、課題

の中で活動参加者の裾野の広がりという言葉が

ありますが、地域でどういういいことをしてお

っても、全く我関せずという人種がやっぱりど

こにもおるわけですよね。そういう人たちがお

ることに悩まされておるということはないです

か。その辺の事例がありましたら聞かせて下さ

い。

岡参考人 一応、大体２か月か──毎月はちょ

っと難しいんですけれども、１．５か月に１回

ぐらい広報誌を作って配っているんですよ。こ

んな活動をしましたよとか、こんな情報があり

ますよというのを配っているんですよ。これ最

近の３回分なんですよね。これで呼びかけるん

だけれども、なかなか最近の若い方はというと

失礼なんだけれども、心の余裕というのがなか

なかないみたいでですね。確かに、世知辛い世

の中になっていますので、自分の仕事をこなす

だけで精いっぱいだという状態だと思うんです

よね、どなたもですね。これは、多分同じ悩み

は各協議会とも持っていると思います。だから、

いかにモチベーションを高めるかと。さっき私

ちらっと申しましたけれども、学校の整備とか

そういう関係は、本来は教育委員会がやる仕事

なんですよね、遊具の整備とかそういうのはで

すね。だけども、予算の関係があってなかなか

回ってこないんですね。これをやるんだから、

市がやることをやっているんだということで、

現役の市職の方々に説得してきてもらったと。

それで、３０人近くおるんだけれども、２０人

ぐらいは理解をいただいて出てきています。

吉岡委員 すばらしい取組で頑張っていらっし

ゃるので、どこでもこれからこういうことをさ

れながら地域維持をされると思うんですけれど

も、この世代構成の中で、６６０世帯で人口が

１，３７１人。割ると、大体半分、１世帯が２

人かなという考え方になるかなと思うんですね。

それで、ここで結構、出た子どもが帰って来

たりとかＵＩＪターンがあるのかですね。移住

も含めてどれくらいあるのかということと、転

居する場合に、家族ぐるみで転居することがあ

れば、仕事の都合なのか、子どもが減るのでね、

そういうことがあるのかということで、高齢化

率が５０％ということは、約６００人以上は６

５歳以上ですよね。今は６５歳といってもとて

も若いので、例えば６５歳から７０歳までは現

役世代と考える考え方もだんだん増えてきてい

るんですね。そういう方たちをさらに生かして、

この地域の活動の要にしないといけないという

のも大きな課題ですけど、そこら辺の方たちだ

けを集めて、さっきちょっと話があったんです

けど、そういう前向きな意見として出ているの

か、それを教えてください。

岡参考人 移住者の方はいくつかのパターンが

ありまして、都会の生活に疲れて来られる方、

若い方で農業をしてみたいとか、転職を、大工

の覚えがあるので、そういう仕事をしたい方、

それから、熟年、定年退職を機に引き揚げよう

という方。私ども津房地区で申し上げますと、

去年は移住者が３組ありまして、その方々が移

住前のコンサルティングもそうなんだけれども、

移住が決まった後も、ちゃんと同意をもらわな

いけませんね、集落のしきたりだとか、集落に

入るとこんな、例えばお宮の初穂料が年何回集
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まりますよとか、それから、道路愛護デーに何

回出なきゃいけませんよとかそういう説明をし

て、区長さんと、それから本人と、私どもまち

協は、三者のコミュニケーションの場をもって、

ちゃんと説明して入っていただくということを

やった。それが漏れるといろんなトラブルにな

るんですね。三者懇談というのをやっていまし

て、それに納得した上で入っていただくという

こと。

それから、御質問の若い方は、さっき言いま

したようになかなか自分らの村の将来を考える

というのが比較的少ないですね。むしろ、村の

将来を心配して考えているのは、熟年の方が多

いですね。俺らが亡くなったらどうするんだろ

うと、俺らがいなくなったときにこの村は、津

房はどうなるんだろうと。本来は、やっぱり若

者たちが、３０代、４０代の方が、俺たちがあ

と２０年したら、２０年後ってイメージできる

じゃないですか、普通は。自分の子どもたちは

帰ってくれるだろうかということを本当は心配

してほしいんだけれども、なかなかしてくれな

いし、逆に言えば、全員集めてそういう説明会、

講習会みたいなのをやってもいいんですけど、

講演会というんですか。なかなかそういう意識

を持ってもらえないですね。

吉岡委員 はい、分かりました。ありがとうご

ざいました。ここは、この津房地区がすごく頑

張っていらっしゃるので、どこの地域も課題は

一緒かなと。ただ、その地域を愛して、これか

ら今いらっしゃる若い方たちが、これからもっ

と津房地区のためにという思いがどんどんでき

ることがありがたいなと思っておりますので、

これから様々な取組を進めていただきたいと思

います。ありがとうございました。

藤田委員 ちょっと実務的な話なんですけれど

も、さっきも尾島委員と話していたんですが、

自主財源を増やそうと思って事業をやると、税

金、法人税……、それと住民税が対象になって

くると思うんですけど、そういった税制面での

行政的な特例だとか助成とかというのは、今の

ところ何もないんですかね。

岡参考人 去年からかかるようになりまして、

深見の清永さんが説明したかどうか知りません

けれども、自主財源で稼ぐと法人税がかかると。

深見が１００万円、私どもが６５万円ほど払い

ましたですね。

藤田委員 こういう取組をやるときに、その税

制の問題とか様々、事務方としてのいろんなジ

ャンルで手続等が必要なので、何かパッケージ

でそういう、事前に説明会だとかガイドブック

だとかあるといいですね。

それと、あと特例措置ですね。ＮＰＯ法人の

認定ＮＰＯが持っているような、寄附金を受け

ると寄附をした人が控除対象になるとか、そう

いうものもこのまちづくり協議会の中にできる

といいなという気がしますね。

岡参考人 宇佐市の場合は観光まちづくり課が

我々を担当しておるんですけれども、一方の財

務関係の人間が全然我関せずで、これはルール

ですからというわけですよ。だから、観光まち

づくり課は、この活動を広めたら、しっかり稼

いでくださいよと、自立してくださいよという

意見なんだけれども、一方では、儲けると税金

を取るぞという、非常にブレーキとアクセルを

踏むような、極端な話ね。そんな感じです。だ

から、国税も払うし、県民税も市民税も去年払

いました。だから、ＮＰＯ法人ではないんだけ

れども、それに準ずる活動なので、本当はちょ

っと目こぼしをお願いしたいところなんですよ

ね。

藤田委員 ＮＰＯ法人も目こぼしはないんです

けど。寄附金に対して……

元 委員長 それってあれですかね、関係者に

例えば手当を出して、それからまた寄附を受け

るというので、何か方法はないんですかね。

岡参考人 何かあるんでしょうけれども。ちょ

っとクレームを付けますが、さきほど言ったリ

サイクル活動なんかありましたですね。これに

かけるのはおかしいぞと。売上げの半分を小学

校にあげていてですね。半分税金を間接的に納

めている状態じゃないですか。だから、これは

外してもらいました。

それから、共有林の維持管理。一昨年間伐を

やりまして、２７０万円ほど入ってきたんです
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よね。それに対しても、これがこういうしかじ

かで利益じゃないよと。昔から何十年もかけて、

無償で草刈りして、それで育てた木なんだとい

う説明をしたら税務署の方も納得しました。

元 委員長 なかなか税務対策も大変ですね。

ほかにございませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

元 委員長 なければ時間も超過いたしました

ので、ここで質疑を閉じたいと思います。

本当に、本日は大変忙しい中、わざわざ大分

までおいでいただきましてありがとうございま

した。

今後また、県議会のＵＩＪターンのいろんな

促進に関する提言として、いただきました意見

等を参考にして活動をさせていただきたいと思

います。本当にありがとうございました。

〔岡参考人退室〕

元 委員長 それでは次に、来年度の委員会の

活動計画について事務局から説明をお願いしま

す。

〔事務局説明〕

元 委員長 以上で説明は終わりましたが、御

意見はございますか。

〔「なし」と言う者あり〕

元 委員長 なければ、その内容で調整したい

と思います。

ほかに何かございませんか。

〔「なし」と言う者あり〕

元 委員長 なければ、委員会を閉じたいと思

います。お疲れさまでした。


